
23 2 階軒の作図

①e2f1 から近消点パース線を引き、棟の線を描きま
す。また e3f2、  e1f2 から近消点パース線を引き、軒
の線を描きます。これで２階屋根の概形が完成しま
す。

e3f2
e1f2

e2f1

軒の線

棟の線

軒の線



24 窓 ( 妻面 ) の作図

g1h2

g1
g2
g3

h1

h2

g1h1

② g1h1,g1h2 か ら 近 消 点
パース線をを引き、窓まぐさ
の線、窓台の線を描きます。

窓まぐさの線

窓台の線

窓枠の線 g1h1-g1h2

③ 平面透視図の窓
の点 g2,g3 から垂
直線を引き、窓が
完成します。

① 平面透視図の窓の
点 g1 と立面透視図の
窓の点 h1,h2 を対応
させて１階妻面の窓
枠の線 g1h1-g1h2 を
描きます。



① 平の面にある窓を描く場合は、立面図
（側面）が必要になります。
　立面図（側面）の窓の点 i1”、i2” に対
応する点を立面図（正面）に i1’、i2’ とし
てを描き込みます。
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② 立面図の窓の点 i1’ ,i2’
に対応する立面図透視図
上の点 i1,i2 を描き込みま
す。

25 窓 ( 平の面 ) の作図



i1

i2

26 窓 ( 平の面 ) の作図

j1 j2
j3

① 平面透視図の点 j1~j3 と立面
透視図の点 i1、i2 を対応さて、
平の面の窓を描きます。



27 その他の窓・土台の線の作図
２階の窓 (A)

１階の掃出し

２階の窓 (B)

k1k2
k3k4

k5k8
k7 k6

m1

m2

m3
m4m6

m5

平の面の土台の線妻面の土台の線

ｎ

① １ 階 の 掃 出 し は
25,26 の平の面の窓と
同とじ方法で描きま
す。平面透視図の点
k1~k5 と立面透視図の
点 m1、m2 を対応さ
せます。

②2階の窓 (A) も 25,26
の窓と同じ方法で描き
ます。平面透視図の各
点 k2,k3,k4 と立面透視
図の各点 m3,m4 を対
応させます。

③2 階の窓 (B) は 24 の妻面の窓と
同じ方法で描きます。平面透視図
の点 k6~k7 と立面透視図の点m5、
m6を対応させます。
　24 と同様近消点パース線も使い
ます。

④平の面の土台の線は立面透視図
の点 m1 と遠消点からのパース線
によって描きます。妻面の土台の
線は、平の面の土台の線の端点ｎ
と近消点からのパース線によって
描きます。



28 玄関付近 ( 外壁部分 ) の作図
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①玄関付近は外壁からくぼんで
います。平面透視図の点 p1~p4
と立面透視図の点 q1~q4 を対応
させて描きます。
　まず、点 p1q1, p1q2, p2q2 を
遠消点パース線と垂直線により
求めます。

②その後、これらの 3 つの各点
から近消点パース線を引き、平
面透視図の点 p3,p4 からの垂直
線を引いて、透視図本体の点
p3q3, p3q4, p4q4 を求めます。



③透視図本体の玄関付近の不必
要な線を消しておきます。

踏面の境界線 (3 本 )

蹴上の境界線 (４本 )

29 階段の作図 ( 平面透視図・立面透視図の準備 )

②立面透視図に階段の蹴上げの
境界線を近消点パース線で描き
こみます。立面的に見て５面あ
る蹴上げ面の境界線は４本にな
ります。
　階段の線は平面図と立面図と
では分割された面の数が異なる
ので注意してください。

①平面透視図に階段の踏み面の
境界線を近消点パース線で描き
こみます。平面的に見て４面あ
る踏面の境界線は３本になりま
す。
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r1 r2
r3

棒グラフのような
手前のササラ桁

30 階段の作図 ( 手前のササラ桁 )
s1
s2
s3
s4

r1r2r3
①階段を描くときは、まず棒グラフのようなサ
サラ桁を描きます。描き方は 25,26 の平の面の
窓と同じですが、細かい作図となるので、下記
の②~⑥を見て、できるだけ正確に描いてくだ
さい。

r1 r2 r3

s1 s2
s3 s4

⑥立面透視図の
点 s4 から遠消点
パース線を引く。

②平面透視図の点 r1~r3
から垂直線を引く。

③立面透視図の
点 s1 から遠消点
パース線を引く。

④立面透視図の
点 s2 から遠消点
パース線を引く。

⑤立面透視図の
点 s3 から遠消点
パース線を引く。



u1
u2
u3
u4

t1 t2
t3 t4

棒グラフのような奥のササラ桁 ①30 と同様に平面透視図の点
t1~t4 と立面透視図の点 u1~u4 を
対応させて、棒グラフのような奥
のササラ桁を描きます。できるだ
け正確に描いてください。

31 階段の作図 ( 奥のササラ桁 )



①手前のササラ桁の各点から近消
点パース線を引き、奥のササラ桁
の各点と結びます。作図が細かい
ので、必ずしもパース線と各点が
一致しない場合もあります。その
場合は適当に修正してください。
　これで階段が完成します。

32 階段の作図（踏み板・蹴込みを描く）
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③玄関付近の窓は平面
透視図の各点 v4~v6
と 立 面 透 視 図 の 点
w3,w4 を対応さて描
きます。

玄関ドア

玄関付近の窓

33 玄関付近 ( ドア・窓 ) の作図

①玄関ドアは 平面透
視図の点 v1 と立面
透視図の点 w1,w2
を対応させて透視図
本 体 の 点 v1w1、
v1w2 を求めます。

②点 v1w1 と v1w2
から近消点パース線
を引き、平面透視図
の点 v2 から垂直線
を引いて玄関ドアが
完成します。



34 屋根に厚みを付ける ( 立面透視図の準備 )

鼻隠しの線

破風板の線

軒裏の線

①立面透視図に屋根の
厚みを表す破風板の線、
鼻隠しの線、軒裏の線
を書き込みます。鼻隠
しの線、軒裏の線は近
消点パース線で描きま
す。厚さは目分量で
2~3mm 程度で書き込
んでください。



35 屋根に厚みを付ける

1 階の鼻隠しの線

2階鼻隠しの線

2階破風板の線

１階破風板の線
２階軒裏の線

１階軒裏の線

①1 階の鼻隠しの線は、立面透視図の点 x1、x2 から
遠消点パース線で描きます。透視図本体の点 x3、x4
の位置は目分量で決めます。点 x3、x4 をもとに１
階屋根の線と平行に 1階の破風板の線を描きます。
また 1階軒裏の線も描きます。

x1x2

x3
x4

x5

x6
x7

2 階鼻隠
しの線

②立面透視図の点 x5 から遠消点パース線を使って
透視図本体の点 x6、x7 の位置を求めます。これら
点から近消点へのパース線を引き、2 階の鼻隠し線
を描きます。2 階の破風板の線も１階の破風板同様
目分量で描きます。また２階軒裏の線も描きます。



柱

サッシの二重線

床下換気口 床下換気口

②柱は目分量で太さを付けま
す。すでに描かれている線に
平行におよそ 1mm 程度の幅
で左右に線を描きます。

①窓などのサッシはすべて二
重線にします。すでに描かれ
ている線に平行におよそ
0.5mm 程度の幅で線を描き
ます。窓の枠の線は外側に二
重線化するとよいでしょう。
　

③床下換気口は窓と同じ要領
で描きます。床下換気口は小
さいので、おおよその位置と
大きさを立面図で確認し、目
分量で描きます。

④二重線化する場合は、専用
定規を消点ストッパやレール
バーに当て、パース線や垂直
線を引くようにしてくださ
い。

36 サッシ、柱の二重線化・床下換気口の作図



37 インキング・消しゴムかけ

２階軒裏の線

１階軒裏の線

柱の根本付近

③柱の根本付近は、階段の一
番下の段の踏み板から立ち上
がっています。

①必要な線をペンを使ってイ
ンキングします。特に注意が
必要な箇所は、軒裏の線や、
柱の根本付近なので、これら
の線を先にインキングしま
す。

④インキングする際も、できる
だけ消点ストッパやレールバー
に専用定規を当ててパース線、
垂直線をひいでください。

⑤インキングが終わったら、イ
ンクが十分に乾燥したことを確
認し、消しゴムをかけて鉛筆線
を消してください。

屋根面の線 ( 点線 )

屋根面の線 ( 点線 )

②軒裏の線は 35 で描いた 1
階軒裏の線、2 階軒裏の線を
インキングします。屋根面の
線は消されます。これは屋根
に厚みがあり、外壁が埋まっ
ている埋まっているためで
す。



①外壁の板目を描くための基
準目盛を目盛付定規で鉛筆線
で描きます。目盛の間隔は
3mm程度が好ましいです。

基準目盛（鉛筆線）

38 外壁の板目の作図（基準目盛）



39 外壁の板目の作図

①基準目盛の各点から遠消点
パース線を引き板目を描きま
す。このとき、下書きはせず
いきなりペンでインキングし
ても構いません。



40 外壁の板目の作図
①２階の残った板目は、基準目盛の
各点から近消点パース線を引きをイ
ンキングで描きます。

②玄関ドアの上にも仮の板目
を鉛筆線で描きます。外壁板
の目の端点から近消点パース
線を使って描きます。この板
目は最終的には消されます
が、基準目盛の役目をします。

玄関ドアの上の
仮の板目（鉛筆線）

外壁板目の端点



41 外壁の板目の作図
①玄関ドアの仮の板目の端点から遠
消点に向かうパース線を引き、玄関
付近の板目をインキングで描きます。

玄関ドアの上の
仮の板目の端点

玄関付近の
板目の端点

②玄関付近の板目の端点から近消点
パース線を引き、1 階妻面の板目をイ
ンキングで描きます。



①１階屋根の目地を遠消点パース線
でインキングで描きます。間隔は目
分量でおよそ 0.5mm です。これで一
文字葺の表現ができます。

②２階屋根の目地を近消点パース線
でインキングで描きます。間隔は目
分量でおよそ 0.5mmです。

③全体に消しゴムをかけて鉛筆線を全部消
し、２階建住宅の透視図本体が完成します。

42 屋根の目地の作図・２階建住宅の完成
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サクサク作図 !  手描きパースキット


